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く
ら
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

相
談

交
通
・
消
防

住
ま
い
・
環
境

福
祉

子
育
て

文
化
・
教
養

※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（塩原1-2）

庁
舎
名お知らせ掲示板

　
く
ら
し

今月のテーマ

　

手
軽
で
便
利
な
は
ず
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
。

　

で
も
、
油
断
を
し
て
い
る
と「
ニ
セ

モ
ノ
が
届
い
た
」「
商
品
が
届
か
な
い
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。

【
注
意
ポ
イ
ン
ト
】

・�

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
不
自
然

・�

字
体（
フ
ォ
ン
ト
）に
通
常
使
用
さ
れ

な
い
旧
字
体
が
混
じ
っ
て
い
る

・�

極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る

・�

支
払
方
法
が
銀
行
振
込
の
み

・�

機
械
翻
訳
し
た
よ
う
な
日
本
語
表
現

が
あ
る

・�

住
所
に
番
地
の
記
載
が
な
い

・�

連
絡
先
が
Ｅ
メ
ー
ル
し
か
な
い

・�

キ
ャ
ン
セ
ル
、
返
品
条
件
、
利
用
規

約
は
事
前
に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

※�

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こんなインター
ネット通販サイ
トにはご注意
を！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 （
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎（
63
）７
９
０
０

 

開
設
時
間

 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
4
月
1
日
以
降
に
電
気
自

動
車
を
購
入
す
る
市
民
を
対
象
に
、
そ
の
購

電
気
自
動
車
の
購
入
に
対
す
る

補
助
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
に
よ

る
適
正
な
事
業
実
施
の
た
め
の
自
主
的
な
取

り
組
み
を
促
し
、
発
電
事
業
と
地
域
と
の
調

和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
事
業
を
実
施
す
る
際
は
、
市
へ
の
事
前
相

談
や
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

対
象　
出
力
10
㎾
以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備

・
太
陽
光
発
電
設
備

・
風
力
発
電
設
備

・
小
水
力
発
電
設
備

・
そ
の
他

※�

建
築
物
に
該
当
す
る
も
の
や
建
築
物
の
屋

根
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

▼�

施
行
日　
4
月
1
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
管
理
課�

☎（
62
）７
１
９
３

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
設
置
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定

引
っ
越
し
た
ら

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う
！

　
進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
を
し
た
人

は
、
原
則
、
現
在
住
ん
で
い
る
寮
・
ア
パ
ー

ト
な
ど
が
住
所
地
と
な
り
ま
す
。住
民
票
は
、

道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

春
の
感
謝
祭

　
お
客
様
へ
の
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
春

の
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　
４
月
15
日
㈰　
午
前
９
時
～

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

▼
と
こ
ろ　
道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

▼
内
容

・�

産
直
鍋
・
牛
乳
の
無
料
配
布

・
農
産
物
・
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
割
引
販
売

・�

道
の
駅
で
５
０
０
円
以
上
買
い
物
し
た
人

に
農
産
物
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

・�

堆
肥
の
無
料
配
布（
１
人
１
袋
）

・
青
木
の
森
カ
フ
ェ
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
ピ
ザ

　
1
枚
５
０
０
円
で
販
売
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

○
道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

☎（
63
）０
３
９
９

入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
ま

す
。

▼�

補
助
金
額　
5
～
20
万
円（
国
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
導
入
事
業
費
補
助

金（
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
）の
半
額
に
あ
た
る
金

額
）

※
1
人
に
つ
き
1
台
限
り
。

▼
対
象
者（
次
の
4
点
を
全
て
満
た
す
人
）

①�

そ
の
車
両
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
の

交
付
決
定
を
受
け
て
い
る

②�

そ
の
車
両
の
初
度
登
録
日
に
市
民
で
あ
る

③�

補
助
金
申
請
日
に
お
い
て
、
市
民
と
な
っ

て
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る

④
市
税
の
滞
納
が
な
い

▼�

対
象
車
両（
次
の
3
点
を
全
て
満
た
す
車
）

①
4
輪
の
電
気
自
動
車
で
あ
る

②�

平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に
新
車
と
し
て

初
度
登
録
さ
れ
る
も
の

③�

車
検
証
の『
使
用
の
本
拠
』が
市
内
に
あ
る

▼�

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
本
環
境
管
理
課
に
提
出

▼�

申
込
開
始
日　
4
月
2
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
管
理
課�

☎（
62
）７
１
９
３

選
挙
人
名
簿
な
ど
の
各
種
登
録
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
る
大
切
な
情
報
で
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
住
所
の
変
更
手
続
き
も

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
課�

☎（
62
）７
１
３
２

○
西
市
民
福
祉
課�

☎（
37
）５
１
０
２

○
塩
総
務
福
祉
課�

☎（
32
）２
９
８
８

◆とき	 4月13日㈮午前9時20分～
◆ところ	 烏ヶ森公園	（雨天時：三島ホール）

＜野外ステージ＞
　午前9時20分～	 ◇オープニングイベント（子ども疏水太鼓）
	 ◇まんじゅう無料配布　700人分

　午前9時40分～	 ◇式典

　午前10時～	 ◇福祉施設の紹介、園芸や手芸作品などの展示・販売

関連イベントも開催されます

国道4号

烏ヶ森
公園入口 JR西那須野駅

三島ホール博物館

国際医療福祉
大学病院

消防署

スーパー

　
烏
ヶ
森
公
園

国
道
４
０
０
号

雨天時

野外ステージ

国道4号烏ヶ森公園入口

会場図

ふるさとの味
屋台コーナー

至
宇
都
宮

わんぱく
広場

駐車場
第2駐車場
（那須の植木
まつり会場）

駐車場 駐車場

駐車場

至
白
河

＜那須の植木まつり＞
　4月7日㈯～15日㈰　午前9時～午後4時 
▶ところ　烏ヶ森公園南第2駐車場
▶問い合わせ
　JAなすの植木センター　☎0287（36）3477

◆烏ヶ森公園開催

開こん記念祭は、明治18年4月15日に日本三大疏水の1つと言わ
れる、那須疏水の開削起工式が行われたのを記念して始められ
た催しです。
《開拓の歴史》
那須塩原は昔、水が乏しく不毛の原野でしたが、1885年（明治
18年）、那須疏水が開削されたことで急速に開拓が進み、多数の
村落が形成されました。1967年（昭和42年）には那須野が原の総
合開発が始まり、今日では大規模田園地帯に生まれ変わりました。

＜ふるさとの味 屋台コーナー＞
　午前10時30分～
　・開拓なべ　　800人分　　　・芋串　　　　　　600人分
　・餅振る舞い　250人分　　　・野だて（茶会）　100人分
　
　・緑の苗木無料配布会　300本
� 〈問い合わせ  本農林整備課  ☎0287（62）7148〉

◆那須野が原博物館
＜開拓史跡めぐり＞
　4月7日㈯　午前9時～午後4時
＜無料観覧＞
　4月13日㈮　午前9時～午後5時
▶問い合わせ　那須野が原博物館　☎0287（36）0949

雨天時はこちら

▶問い合わせ
　開こん記念祭実行委員会事務局
　（西総務税務課内）　☎0287（37）5105

先人の偉業に感謝を込めて
開こん記念祭




